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政策評価の本質的な要素

政策評価法
（正式名：行政機関が行う政策の評価に関する法律）

第三条 行政機関は、その所掌に係る政策につい
て、適時に、その政策効果（中略）を把握し、これ
を基礎として、必要性、効率性又は有効性の観
点その他当該政策の特性に応じて必要な観点
から、自ら評価するとともに、その評価の結果を
当該政策に適切に反映させなければならない。

２ 前項の規定に基づく評価（以下「政策評価」とい
う。）は、その客観的かつ厳格な実施の確保を図
るため、次に掲げるところにより、行われなけれ
ばならない。

一 政策効果は、政策の特性に応じた合理的な
手法を用い、できる限り定量的に把握すること。

二 政策の特性に応じて学識経験を有する者の
知見の活用を図ること。

第三条 行政機関は、その所掌に係る政策につい
て、適時に、その政策効果（中略）を把握し、これ
を基礎として、必要性、効率性又は有効性の観
点その他当該政策の特性に応じて必要な観点
から、自ら評価するとともに、その評価の結果を
当該政策に適切に反映させなければならない。

２ 前項の規定に基づく評価（以下「政策評価」とい
う。）は、その客観的かつ厳格な実施の確保を図
るため、次に掲げるところにより、行われなけれ
ばならない。

一 政策効果は、政策の特性に応じた合理的な
手法を用い、できる限り定量的に把握すること。

二 政策の特性に応じて学識経験を有する者の
知見の活用を図ること。

本質はすべて
ここに凝縮♪

政策効果（アウトカム）
の把握

政策の必要性・効率性
・有効性

政策のマネジメント・サ
イクル（PDCA）の確立

【留意点】
合理的な手法（できる限り定量的な手法）
学識経験者
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政策評価とＥＢＰＭ

◎ 政策評価制度は、「評価」のためだけ
の仕組みではない。その本質は、政策の
マネジメント・サイクルの確立。

◎ ＥＢＰＭ（エビデンスに基づく政策立

案）は、政策立案に関する取組だが、そ
の本質的な部分は政策評価と軌を一に
するもの。

◎ 政策評価もＥＢＰＭも、重要なことは、

いずれも政策の改善・見直しやよりよい
政策立案のための営みであるということ。
評価が自己目的化してはならない。

総務省行政評価局
では、

 各府省と実証的
な共同研究を実
施

 「ＥＢＰＭに関す
る有識者との意
見交換会報告
（議論の整理と課
題等）」を取りまと
め、公表



地方研修

集合研修

中央研修

講義型

演習型
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政策評価に関する統一研修

対象者：本府省の職員等

主催者（会場）：行政評価局（東京都）
回 数：１回
実施内容：

政策評価制度を全政府的に定着、発展さ
せていく観点から、講義型で多くの受講者
に政策評価に関する共通の理解・認識の
醸成・啓発をする。

対象者：本府省の職員等
主催者（会場）：行政評価局（東京都）
回 数：２回
実施内容：
政策評価の実務を担当する職員の資質

の向上を図るため、政策評価に関する基本
的知識又は実務に係る内容を演習型で実
施する。

対象者：各府省の地方支分部局等
及び地方公共団体職員等

主催者：９管区（支）局所
（会場） （９管区等所在地等10か所）
回 数：10回
実施内容：

受講者に対し、より高度で専門的な知識を習得させ、そ
の資質の向上につなげる。

各管区（支）局所は、各管轄区域内に所在する各府省等
の地方支分部局等及び地方公共団体における評価の取
組状況等を勘案しつつ、主体的に実施する。

ｅ-ラーニング
対象者：集合研修参加者に限らない
実施内容：
場所や時間の制約を受けずに、政策評価に関する基礎

的な知識を、多くの受講者に対し、確実に習得させる。

本日の研修は
こちらです




